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2021 年 4 月 20 日 

 

貝塚市議会議長 阪口芳弘 殿 

 

令和３年度第 1 回市町村議会議員特別セミナー報告書 

                                  貝塚市議会副議長 

                                         前園隆博 

  

日時； 令和 3 年 4 月 15 日(木)、16 日(金) 

場所； 貝塚市役所にてオンライン（ズーム）参加 

 

全国市町村国際文化研修所（JIAM）の令和３年度第 1 回市町村議会議員特別セミナーにオンライ

ン（ズーム）にて参加しました。 

第一日目：15 日(木)13 時〜16 時 40 分 

講義１ 人口減少・ポストコロナ社会のデザイン 

講師  京都大学こころの未来研究センター 教授 広井良典氏 

1. 人口減少社会のデザイン 

首都圏の急速な高齢化がすすむ 

2. AI を活用した持続可能な日本の未来に向けた政策提言 

都市集中シナリオと地方分散シナリオの選択が必要 

3. コミュニティとまちづくり 

一極集中から小極集中をへて多極集中へ 

4. ローカライゼーションと生命の時代 

生命関連産業（生命経済）の重要性の高まり 

5. 伝統文化の重要性 

鎮守の森・自然エネルギーコミュニティ構想 

6. 若者支援と社会保障の重要性 

若者支援の重要性⇒人口減少の改善や経済活性化にも寄与 

7. 持続可能な福祉社会のビジョン 

環境、福祉、経済の総合化 

8. グローバル定常型社会の展望 

人口減少・ポストコロナ社会を希望に 
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講義２ コロナ禍のピンチをチャンスに変える自治体になるためには? 

講師  奈良県生駒市 市長 小紫雅史 

コロナの影響のピンチをチャンスにする。 

1) 地域活動の大切さを再認識 

2) 地元の魅力再発見 

3) ICT の活用と広がり 

4) 現役世代に地域活動に参加してもらう 

1. 生駒市のビジョン・ミッション・バリュー 

自治体 3.0 の考え方（現場の課題や市民ニーズへの対応にともに汗をかきながらまちに変革を

もたらしていく） 

2. ビジョン、ミッションを支える考え方 

自治体 3.0 のまちづくり、ワークライフコミュニティの融合 

3. 生駒市の先進的な取組み 

100 の複合的コミュニティづくり 

いこま市民パワー株式会社 

プロ人材の採用 

4. 議員の皆さんに 

地域に飛び出す現場力 

具体的提案をする専門性 

まちづくりのために議員活動地域愛 

市の施策・議会の活動・意義を発信する力 

 

第二日目：16 日(金) ９時〜12 時 30 分 

講義３ これからのスマート農業〜新しい地域農業の創生〜 

講師  北海道大学大学院農学研究院 教授 野口伸氏 

1. 農業における Society5.0：スマート農業 

衛星画像による広域診断情報生成と WebGIS 情報利用システム 

水田の水管理を自動化する給水・排水システムの開発 

スマート農機 

農業データ連携基盤（WAGRI） 

2. 農業の自動化・ロボット化 

遠隔監視・圃場間移動可能なロボット農機 

スマート農機のシェアリングなど 

3. 今後の展開 

スマート農業普及に向けた人材育成 

まとめ 

スマート農業技術の導入は不可欠  ロボット農機の小型化と低コスト化  

流通・消費のスマート化      スマート農業はその地域で創る 
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講義４ 令和の戦国武将・今、女将が地域と共に立ち上がる 

講師  「さぎの湯温泉旅館竹葉」 女将 小幡美香氏 

１． さぎの湯温泉、竹葉のコロナ禍打開策 

通販、テイクアウト、仕出し 

２． メディア業界の協力 

メディア、ＳＮＳ、YouTube の活用 

３． 日本遺産・安来節 

中国地方観光振興アワード受賞 

安来駅どじょうすくいお出迎え隊 

４． 旅館の経営戦略 

全旅館女性経営者の会 

日本全国顔晴る女将の会 

クラブハウスによるライブ配信 

５． 市町村議会議員へのメッセージ 

未知なる道を創ってほしい 

最小労力最大効果 

女将自分自身がご縁と情報の源泉になる 

地域・組織・業界を越えたネットワークづくり 

観光業宿泊業が日本の歴史文化を伝え、ヒト・モノ・コト・ココロの交流を活発にする 

女将が地域プロデューサー 

 

感想 

まちづくりのテーマのもと講師の皆様のそれぞれの観点からの講演は大変勉強になりました。 

これからも本市において活用できるように検討していきたいと思います。 

ありがとうございました。 


